
 

本気になれば、顔が変わる！ 
    校長 吉田 博明 

＜りりしい顔の人が増えてきた！＞  

 たくさんの行事があった２学期。みなさん、とてもよく頑張りました。新型コロナウイ

ルス感染症の影響もありましたが、何とか無事に開催することができました。自分たちで

行事に取り組む中で、成長できたことも多いだろうなと思います。 

 校長先生がこの２学期を見ていて感じるのは、「りりしい顔になってきた人が増えた」と

いうことです。学校の勉強でも習い事でも、先生やコーチから教えてもらうことが多いで

しょう。でも、大切なのは、それに取り組むみなさんの姿勢だと思います。イギリスのこ

とわざに「馬を水辺に連れて行くことはできても、水を飲ませることはできない」という

のがあります。何をやるにも、本人のやる気次第という意味です。 

 そう思いながら、毎日授業を見て回っていました。すると、「何かこの子、変わってきた

な。」と思う人が出てきたのです。しかも、何人も。それは１年生から６年生まで、どの学

年にも見られました。変わってきたな、と感じる人は、みんな「りりしい顔」になってい

ました。「やるぞ！」という、静かな闘志のようなものを感じる雰囲気です。目が違います。

先生方に、そんな人たちの様子を聞くと、やはり、「最近とても頑張っています。」とか、

「この頃、急に大人になった感じがします。」など、その変化を教えてくれました。 

 何をするにも、結局はみなさんのやる気が大きな力になるのだと思います。そのやる気

を出すために、先生たちも授業を工夫していきます。この冬休み、これからの自分の目標

をしっかり考え、それに本気で向かっていく３学期の準備をしませんか。 

＜年末年始は、社会勉強の絶好の機会！＞  

いよいよ冬休みです。年末年始は、一年の内でもとても忙しい時期。大掃除をしたり親

せきの人と出会ったりする機会が多いと思います。普段とは違ったこの季節。社会の一員

として、とても貴重な社会勉強の時間です。家のお手伝いをするだけでもとても頭を使う

し、親戚の人に出会ったときにどんな挨拶をするとか、失礼ではない対応をするにはどう

したらいいかとか。せっかくなので、いっぱい勉強しましょう。また、３学期にどんな冬

休みだったか教えてください。 
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＜校長先生からの、冬休みの宿題＞  

 この冬休み、校長先生から宿題を出しています。「加古小 150周年記念のロゴマーク

を考えよう！」と「児童のみなさんが、150周年記念でどんなことをしたいか、意見を

聞かせてほしい」の二つです。担任の先生からもらったプリントに記入して、1 月 10

日（火）始業式の日に持って来てください。きれいな色も塗ってもらうと嬉しいです。

よろしく！ 


